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１． 研究計画の概要 

 
２０世紀の思想を、ハイデガー、ウィト
ゲンシュタイン、アインシュタインを中
心にして、形而上学という視点から捉え
直す。形而上学という視点は、２０世紀
の思想をギリシア哲学以来の伝統のう
ちに位置づけることを可能にする。 

 
２．研究の進捗状況 
 
 ハイデガーから出発して、「形而上学」の
意味を確定する。プラトン『国家』、アリス
トテレス『形而上学』、そしてカント『純粋
理性批判』の解釈を通して、形而上学が「自
然学を超えて」と「存在論ー神学の二重性」。
という二つの基本的な意味をもっているこ
とを確認した。ハイデガーにおいてだけでな
く、ウィトゲンシュタインとアインシュタイ
ンが語る形而上学もまた、この意味において
理解することが一つの課題となる。 
 ハイデガーとアインシュタインの関わり
を形而上学という視点から捉える。ハイデガ
ーは「変換に対する不変量論」というアイン
シュタインの相対性理論の基本性格を正し
く把握していたし、アインシュタインのうち
に「自然の数学的企投」という存在の次元を
見出していた。この次元は「自然学を超えて」
という形而上学の意味に対応するが、アイン
シュタインはそこに「人間精神の自由な創
造」（概念創造説）を見ていた。さらに「物
理学は一種の形而上学である」（アインシュ
タイン）と「アリストテレスの『自然学』は
後に形而上学と呼ばれるものの根本書であ
る」（ハイデガー）とを結び付けることによ

って、ギリシア形而上学以来の問題（自然学
ー形而上学）へ導かれる。 
 ウィトゲンシュタイン『論考』が「自然学
を超えて」と「存在論ー神学の二重性」とい
う二つの意味において形而上学であること
を示す。そしてウィトゲンシュタインのハイ
デガー形而上学への共感、そしてハイデガー
のウィトゲンシュタインへの言及を検討し、
両者の出会いが形而上学という問題圏であ
ることが明らかとなる。 
 アインシュタインが語る形而上学も「自然
学を超えて」と「存在論ー神学の二重性」と
いう意味で理解できる。このことを「自然の
うちで自己を顕現する理性」というアインシ
ュタインの言葉に定位して示すことができ
る。 
 
３．現在までの達成度 
 
 おおむね順調に進展している。 
 ハイデガー、ウィトゲンシュタイン、アイ
ンシュタインの三人が、シュリック、カルナ
ップなどの論理実証主義といかに関係した
かをさらに調べる必要がある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
２０世紀の形而上学がカント哲学といかに
関係しているかは、重要な視点を形成するだ
ろう。ハイデガー、ウィトゲンシュタイン、
アインシュタインがカントをどう捉えたか
が、新しい問題として生じてきた。 
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